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多
彩
な
経
歴
の
鹿
島
守
之
助

　
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
関
す
る
議
論
が
、
賛
否
を
含
ん

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
近
代
日
本
の
ア

ジ
ア
思
想
に
も
再
び
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
が
、
戦
前
の
ア
ジ
ア
主
義
の
な
か
に
あ
っ
て
ほ

と
ん
ど
関
心
を
呼
ば
な
い
で
き
た
人
物
の
ひ
と
り
に
鹿

島
守
之
助
（
一
八
九
六
〜
一
九
七
五
）
が
い
る
。
彼
は

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
鹿
島
建
設
の
経
営
者
で

あ
り
、
戦
後
は
自
民
党
の
代
議
士
（
一
九
五
三
〜
七
一

年
）
で
あ
っ
た
。
国
際
問
題
研
究
所
の
設
立
に
関
わ

り
、
自
ら
も
鹿
島
平
和
研
究
所
を
設
立
し
た
。
後
者
は

自
著
を
含
め
膨
大
な
研
究
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
六
七
〜
七
五
年
ま
で
鹿
島
平
和
賞
を
設
け
て
七
名

の
人
物
に
賞
を
与
え
て
お
り
、
社
会
活
動
も
き
わ
め
て

活
発
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
彼
が
日
英
外
交
研
究
に
よ
っ
て
母
校
の
東

京
大
学
か
ら
博
士
の
学
位
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
書
や
時
評
を
執
筆
し
た
学
者
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
が
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
の
書
を

著
し
、
晩
年
に
は
「
わ
が
最
大
の
希
願
は
い
つ
の
日
に

平
　
川
　
　
　
均

　
鹿
島
守
之
助
の
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義

か
パ
ン
ア
ジ
ア
の
実
現
を
み
る
こ
と
で
あ
る
」
と
刻
ん

だ
碑
を
建
立
し
た
こ
と
を
知
る
者
は
、
さ
ら
に
少
な

い
。
き
わ
め
て
多
彩
な
彼
の
生
き
方
は
晩
年
の
碑
に
刻

ん
だ
思
い
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
が
戦
中
、
大
政
翼
賛
会
調
査
局
長
を

務
め
た
こ
と
、
ま
た
鹿
島
組
を
経
営
し
た
こ
と
は
、
彼

に
難
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。
特
に
、
中
国
人
の
強
制

連
行
と
彼
ら
へ
の
過
酷
な
扱
い
が
起
こ
し
た
花
岡
鉱
山

事
件
な
ど
へ
の
経
営
責
任
問
題
は
、
彼
の
思
想
と
の
関

係
で
総
合
的
な
検
討
を
要
す
る
。
だ
が
、
と
り
あ
え
ず

は
彼
の
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

鹿
島
守
之
助
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
パ
ン
・
ア
ジ
ア

　
鹿
島
守
之
助
（
旧
姓
・
永
富
）
は
、
一
八
九
六
年
に

旧
家
永
富
家
の
四
男
と
し
て
兵
庫
県
揖
保
郡
に
生
ま
れ

た
。
彼
は
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
二
七
年
に
鹿
島
家
に
婿

入
り
す
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ

ア
の
両
大
使
館
に
勤
務
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
思
想
に
強
い
影
響
を
受
け

て
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
心
を
抱
い
た
。
こ
う
し

て
彼
自
身
も
二
六
（
大
正
一
五
）
年
『
汎
亜
細
亜
運
動

と
欧
羅
巴
運
動
』
を
著
し
、
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
を
世

に
問
う
た
。
こ
の
思
想
形
成
の
経
緯
は
、
当
時
の
他
の

ア
ジ
ア
主
義
者
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
鹿
島
の
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
道
は
当
時
の
世
界

史
の
流
れ
へ
の
解
釈
と
自
己
の
存
在
意
義
と
の
接
点
に

お
い
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
校
時
代
を
京
都

の
三
高
で
過
ご
し
た
彼
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

真
っ
た
だ
中
で
急
速
に
広
が
る
唯
物
主
義
と
民
主
々
義

の
ど
ち
ら
に
も
満
足
で
き
ず
、
こ
の
「
思
想
上
の
無
政

府
状
態
」
は
外
交
官
と
な
り
ド
イ
ツ
に
赴
任
す
る
ま
で

続
い
た
。
し
か
し
、
二
二
年
の
ド
イ
ツ
赴
任
後
間
も
な

く
、
彼
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
身
を
投
じ
る

ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
に
出
会
い
、
自
ら
は

パ
ン
・
ア
ジ
ア
の
運
動
を
起
こ
そ
う
と
決
意
す
る
の
で

あ
る
。
で
は
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
か
ら
彼
は
何
を
学
ん

だ
の
か
。

　
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
は
、
以
下
の
三
つ
の
課
題
の
解
決

策
が
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
主
張
す
る
。
す
な
わ

ち
、(

１
）
科
学
技
術
の
発
達
が
戦
争
を
悲
惨
な
も
の

に
す
る
、(

２)

ロ
シ
ア
の
脅
威
が
あ
る
、(

３)

分
裂
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
戦
争
に
敗
れ
る

に
ち
が
い
な
い
。
彼
の
思
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
く
現
場
に
立
ち
会
っ
て
、
ま
た
彼
の
勧
め

も
あ
っ
て
、
鹿
島
は
パ
ン
・
ア
ジ
ア
運
動
を
組
織
し
よ

う
と
す
る
。

　
だ
が
、
何
故
彼
が
こ
の
運
動
を
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
。
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
の
『
実
践
的
理
想
主
義
』
が

そ
れ
に
答
え
る
。
彼
は
「
貴
族
」
論
を
著
し
、
そ
こ
で

貴
族
と
は
「
肉
体
的
、
精
神
的
、
知
的
な
美
を
基
本
」
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大
東
亜
共
栄
圏
と
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義

　
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
を
鹿
島
は
、
五
つ
の
大
き
な

連
盟
・
超
国
家
体
制
に
な
る
と
見
通
し
た
。
一
九
一
七

年
に
誕
生
し
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
連
邦
、
形
成
し
つ
つ
あ
る
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世
界
秩
序
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
も
超
国
家
体
制
に
向
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
ジ
ア
に
は
「
二
つ
の
覚
醒
運
動
」
が
あ
る
。
一
つ

は
「
独
立
自
由
を
得
た
運
動
」、
も
う
一
つ
は
「
解
放

を
得
む
と
す
る
諸
民
族
の
独
立
運
動
」
で
あ
る
。
幼
弱

な
日
本
が
後
者
の
道
を
選
ぶ
の
は
英
仏
等
と
の
戦
争
と

な
り
、「
あ
ま
り
に
非
政
治
的
」
で
あ
る
。
何
よ
り
戦

争
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
日
本

は
中
国
と
ま
ず
連
盟
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
日
清
戦

争
後
中
国
大
陸
に
権
益
を
伸
ば
す
日
本
は
、
日
中
連
盟

の
た
め
侵
略
を
止
め
「
大
々
的
和
親
政
策
を
講
ず
る
よ

り
他
に
方
法
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

　
　
鹿
島
の
パ
ン
・
ア
ジ
ア
論

と
し
、「
同
時
代
の
人
々
よ
り
傑
出
し
て
い
る
者
」
で

あ
る
。
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
今
求
め
る
の
は
戦
争

を
回
避
す
る
実
践
的
平
和
主
義
者
だ
と
す
る
。
そ
の
平

和
主
義
者
こ
そ
貴
族
で
あ
る
。
鹿
島
は
こ
の
貴
族
論
に

自
ら
の
役
割
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ク
ー
デ
ン

ホ
ー
フ
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
論
稿
を
一
九
二
五
年
一

月
の
東
京
日
々
新
聞
に
「
新
貴
族
論
」
と
し
て
投
稿
し

て
い
る
。
そ
の
四
年
後
の
二
九
年
末
に
彼
は
外
務
省
を

退
官
し
、
翌
年
二
月
の
衆
議
院
第
一
七
回
総
選
挙
に
立

候
補
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
政
治
家
と
し
て
日
本
社
会

を
彼
の
信
じ
る
道
に
導
こ
う
と
し
た
。
そ
の
思
想
が
、

い
う
ま
で
も
な
く
パ
ン
・
ア
ジ
ア
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
が
侵
略
の
道
を
進
む
と
、
結
局
彼
は

大
東
亜
の
道
に
合
流
し
て
い
く
。
不
安
を
抱
え
つ
つ
も

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
歴
史
進
歩
の
可
能
性
を
見
出
し
、
日
独

伊
の
同
盟
を
支
持
し
、
中
国
侵
略
を
正
当
化
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
一
九
四
二
〜
四
三
年
に
は
大
政
翼
賛
会
調

査
局
長
に
就
く
。

　
彼
は
開
戦
後
の
一
時
期
の
み
日
本
の
勝
利
を
信
じ
た

が
、
ほ
ぼ
常
に
敗
戦
の
可
能
性
を
冷
静
に
受
け
入
れ
て

い
た
よ
う
に
見
え
る
。
む
し
ろ
敗
戦
が
共
産
主
義
へ
の

危
機
で
あ
る
点
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
彼
が

資
本
家
で
あ
る
点
も
あ
る
に
し
て
も
、
同
時
に
国
際
関

係
に
対
す
る
そ
の
世
界
認
識
に
あ
る
。
彼
は
国
際
政
治

学
に
お
け
る
近
代
国
家
体
系
の
下
で
の
平
和
秩
序
を
理

想
と
し
て
お
り
、
共
産
主
義
が
こ
の
体
系
と
鋭
く
対
立

す
る
点
に
お
い
て
反
共
主
義
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
戦
後
の
彼
の
主
張
に
お
い

て
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
敗
戦
の
結

果
、
一
九
四
六
年
一
月
〜
五
一
年
八
月
ま
で
公
職
追
放

と
言
論
パ
ー
ジ
の
指
定
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

戦
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体
と
パ
ン
・
ア
ジ
ア
論

　
鹿
島
は
公
職
追
放
が
解
除
さ
れ
る
と
、
一
九
五
三
年

四
月
の
第
三
回
参
議
院
選
挙
に
自
由
党
か
ら
立
候
補
し

当
選
し
、
そ
の
後
北
海
道
開
発
長
官
な
ど
を
務
め
る
。

六
五
年
に
は
自
ら
『
国
際
時
報
』
を
創
刊
し
、
国
際
時

事
問
題
に
関
す
る
論
評
を
始
め
る
。
そ
し
て
、
六
六
年

に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体
を
提
唱
す
る
。

　
パ
ン
・
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体
へ
の
変

更
は
、
中
国
が
平
和
共
存
を
拒
否
す
る
侵
略
主
義
・
膨

張
主
義
の
国
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
鹿
島
に
よ
れ
ば
五
一

年
の
日
米
安
保
条
約
は
核
を
持
た
な
い
日
本
が
五
〇
年

の
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
へ
の
防
衛
措
置
で

あ
っ
て
、
中
ソ
が
同
盟
を
破
棄
し
、
平
和
共
存
路
線
に

移
行
す
れ
ば
、
日
米
安
保
も
再
考
の
余
地
が
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
平
和
秩
序
は
勢
力
均
衡
原

則
の
下
で
初
め
て
確
保
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
彼
は
、
一
九
七
三
年
夏
に
再
び
パ
ン
・
ア
ジ
ア
の
結

成
に
主
張
を
戻
し
た
。
理
由
は
、
遅
れ
は
し
た
が
ソ
連

と
同
様
の
平
和
共
存
路
線
に
中
国
が
復
帰
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
彼
は
パ
ン
・
ア
ジ
ア
の
夢
に

立
ち
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
の
ア
ジ
ア
主
義
は
近
代
国
家
体
系
の
下
で
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
経
験
を
も
と
に
ア
ジ
ア
共
同
体
へ
の
夢
を
実

現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
共
同
体
の
実
現
を
背
景
に
、
再
び
ア
ジ
ア
に
同
じ
夢

を
追
お
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
社
会
活
動
が
研
究
所

の
設
立
や
外
交
研
究
の
出
版
活
動
な
ど
で
あ
っ
た
、
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
評
価
は
戦
時
中
の
彼

と
彼
の
企
業
の
活
動
に
よ
っ
て
検
討
す
べ
き
点
が
多
々

あ
る
が
、
彼
の
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
は
世
界
的
な
趨
勢

を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
で
依
然
、
今
日
世
界
の
基
本
を
形
作
る
。

改
め
て
検
討
す
る
余
地
の
あ
る
主
張
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
鹿
島
守
之
助
と
パ
ン
・
ア
ジ
ア

主
義
」『
経
済
科
学
』（
名
大
）
第
五
五
巻
第
四
号
（
二

〇
〇
八
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
ひ
ら
か
わ
ひ
と
し
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研

　
究
科
附
属
国
際
経
済
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
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